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目黒区の給与・定員管理等について 

１ 総括 

（１） 人件費の状況（普通会計決算）    

区分 
住民基本台帳人口 

（4.1.1現在） 
歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 

人件費率 

（Ｂ／Ａ） 

2年度の 

人件費率 

3年度 278,276人 122,181,630千円 8,708,95千円 20,739,453千円 16.97％ 15.31％ 

 

（２） 職員給与費の状況（普通会計決算）  

区分 
職員数

（Ａ） 

給与費 1人当たり 

給与費 

（Ｂ／Ａ） 

（参考） 

特別区平均一人

当たり給与費 

給料 職員手当 期末・ 

勤勉手当 

計（Ｂ） 

3年度 1,941 

人 

6,784,511 

千円 

2,727,912 

千円 

3,095,831 

千円 

12,608,254 

千円 

6,496 

千円 

6,563 

千円 

◆職員手当には退職手当を含みません。 

◆職員数は令和３年４月１日現在の人数です。また、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務）） 

及び会計年度任用職員を含みません。 

◆給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれていますが、 

会計年度任用職員の給与費は含まれていません。 

 

（３） ラスパイレス指数の状況 

 

◆ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員 

数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給 

月額を１００として計算した指数です。 

 



 2 

（４） 給与改定の状況 

①月例給 

区分 
人事委員会の勧告 

給与改定率  国の改定率 
民間給与（A） 公務員給与(B) 較差 (A)-(B) 勧告(改定率) 

4年度 379,408円 378,512円 
896円 

（0.24％） 
0.24％  0.24％   0.3％ 

◆「民間給与」、「公務員給与」は、人事委員会勧告において公民の４月分の給与額をラスパレス比較し 

た平均給与月額です。 

 

②特別給（期末・勤勉手当） 

民間における特別給の支給状況を勘案し年間の支給月数を０．１０月引上げ、支給月数の引上げ分に 

ついては、民間の状況を考慮し期末手当に割り振った改定となっています。 

区分 

人事委員会の勧告 
年間 

支給月数 
 

国の年間 

支給月数 
民間の支給 

割合（A） 

公務員の 

支給月数(B) 
較差 (A)-(B) 

勧告 

(改定月数) 

4年度 4.56月 4.45月 0.11月 0.10月 4.55月  4.40 月 

◆「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合、「公務員の支給月数」は 

期末手当及び勤勉手当の年間支給月数です。 

 

（５） 給与制度の総合的見直しの実施状況について 

 

 

 

① 給料表の見直し 

［ 実施  未実施］ 

 

 

 

 

 

 

② 地域手当の見直し 

実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（

（支給割合）国基準２０％に対し、目黒区においても２０％を支給します。 

（実施時期）平成２７年４月１日より実施 

（参考） 

支給割合 平成２６年度 
平成２７年度 平成２８年度以降の 

支給割合 ４月１日時点 遡及改定後 

国基準による支給割合 １８％ １８％ １８.５％ ２０％ 

目黒区の支給割合 １８％ ２０％ ２０％ ２０％ 

 

 

 

 

（給料表の改定実施時期） 平成２７年４月１日 

（内容） 

特別区人事委員会勧告に基づき、地域手当の支給割合を１８％から２０％に引上げることと合わせて、

一般行政職の給料表については、平均１．７％引下げる改定を行いました。なお、国の初任給との均

衡や人材確保の観点から、Ⅰ類初任給までの号給等については、引下げを行わないこととし、初任給

付近の号給等は引下げを緩和しました。 

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当

の支給割合の見直し等に取り組むとされている。 
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 （６） その他見直し内容 

管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施しました。（平成２７年４

月１日実施） 

 

２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況 

（１） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和４年４月１日現在） 

 ① 一般行政職  

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

（国比較ベース） 

目黒区 39.8歳 296,799円 431,564円 375,118円 

東京都 42.3歳 316,417円 453,549円 398,484円 

国 42.7歳 323,711円 - 405,049円 

特別区平均 40.3歳 297,359円 420,048円 373,825円 

◆「平均給与月額」とは、給料と諸手当（期末勤勉手当・退職手当・寒冷地手当を除く。）を含んだ平均月

額です。 

◆「平均給与月額（国比較ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等

の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いたも

の）で再計算したものです。 

② 技能労務職 

区分 

公務員 民間 参考 

平均 

年齢 
職員数 

平均 

給料 

月額 

平均 

給与 

月額 

（Ａ） 

平均給

与月額 

(国比較

ベース） 

対応する 

民間の 

類似職種 

平均 

年齢 

平均 

給与 

月額 

（Ｂ） 

Ａ／Ｂ 

目黒区 
51.7 

歳 

164 

人 

292,110 

円  

401,133 

円 

360,775 

円  
- - - - 

 
うち用務 

55.9 

歳 

30 

人 

290,740 

円 

364,512 

円 

355,991 

円  
用務員 

49.1 

歳 

236,600 

円 
1.54 

うち清掃職員 
50.2 

歳 

87 

人 

296,455 

円 

430,369 

円 

368,136 

円  

廃棄物 

処理業 

従業員 

47.0 

歳 

306,000 

円 
1.41 

うち調理 
53.2 

歳 

23 

人 

294,735 

円 

373,229 

円 

360,030 

円  
調理士 

41.2 

歳 

292,500 

円 
1.28 

東京都 
50.4 

歳 

1,275 

人 

288,149 

円 

388,154 

円 

356,026 

円 
- - - - 

国 
51.1 

歳 

2,114 

人 

286,570 

円 
- 

328,416 

円 
- - - - 

特別区平均 
53.4 

歳 

246 

人 

291,298 

円 

392,684 

円 

358,327 

円 
- - - - 
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区分 

参考 

年収ベース（試算値）の比較 

公務員（Ｃ） 民間（Ｄ） Ｃ／Ｄ 

目黒区 - - - 

 うち用務 6,015,505円 3,187,900円 1.87 

うち清掃職員 6,801,049円 4,266,500円 1.59 

うち調理 6,126,901円 3,896,600円 1.57 

◆民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています（平成３１年から

令和３年の３か年の平均）。 

◆技能労務職の職種と民間の職種等の比較に当たり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致

しているものではありません。 

◆年収ベースの「公務員(C)」及び「民間(D)」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍したものに、公 

務員においては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加 

えた試算値です。 

③ 教育職 

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

目黒区 34.5歳 306,733円 408,081円 

東京都 40.1歳 337,226円 434,470円 

特別区平均 37.8歳 325,980円 437,056円 

◆「平均給料月額」とは、令和４年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。 

◆「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当など 

の諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。 

 

（２） 職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在） 

区分 目黒区 東京都 国 

一般行政職 
大学卒 183,700円 183,700円 

【総合職】186,700円 

【一般職】182,200円 

高校卒 147,100円 145,600円 150,600円 

技能労務職 142,500円 143,000円 - 

 

（３） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和４年４月１日現在）  

区分 経験年数 10年 経験年数 20年 経験年数 25年 経験年数 30年 

一般行政職 
大学卒 269,020円 368,562円 402,250円 386,576円 

高校卒 215,200円 309,780円 338,050円(※1) 369,738円 

技能労務職 200,450円(※2) 300,525円(※3) 307,822円(※4) 311,268円 

教育職 大学卒 (※5) 

※   経験年数には、採用前の職歴等を加算した年数を含めます。 

※１ 対象者が少ないため、経験年数23年～26年の平均給料月額を掲載 

※２ 対象者が少ないため、経験年数９年～10年の平均給料月額を掲載 

※３ 対象者が少ないため、経験年数20年～22年の平均給料月額を掲載 

※４ 対象者が少ないため、経験年数24年～26年の平均給料月額を掲載 

※５ 教育職(大学卒)については、当該区分に該当する職員がなく、かつ、近似データが存在しないため、 

掲載していません。 
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３ 一般行政職の級別職員数等の状況 

（１） 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和４年４月１日現在）  

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 
1 号給の 

給料月額 

最高号給の 

給料月額 

６級 部長 16人 1.5％ 368,900円 512,600円 

５級 課長 52人 4.9％ 283,900円 452,100円 

４級 課長補佐 55人 5.2％ 253,100円 426,300円 

３級 係長・主査 235人 22.0％ 226,600円 404,400円 

２級 主任 290人 27.2％ 196,700円 355,500円 

１級 係員 419人 39.3％ 142,500円 321,900円 

◆目黒区給与条例に基づく給料表の級区分による職員（再任用職員を除く。）数です。 

◆標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 
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（２） 国との給料表カーブ比較表（行政職（一）） 

 

（３） 昇給への人事評価結果の活用状況（目黒区） 

 

令和４年４月２日から令和５年４月１

日までにおける運用 
管理職員 一般職員 

イ．人事評価を活用している 〇 〇 

 

活用している昇給区分 
昇給可能な

区分 

昇給実績

がある区

分 

昇給可能

な区分 

昇給実績が

ある区分 

上位、標準、下位の区分 〇 〇 〇 〇 

上位、標準の区分     

標準、下位の区分     

標準の区分のみ（一律）     

ロ．人事評価を活用していない   

 活用予定時期   
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４ 職員の手当の状況 

（１）期末・勤勉手当（令和３年度） 

目黒区 東京都 国 

１人当たり平均支給額 

1,524,284円 

１人当たり平均支給額 

1,788千円 

 

 

       ― 

 

（支給割合） 

◆ 一般職員 

期末手当   勤勉手当 

2.40月分   2.05月分 

（1.35月分） （1.00月分） 

（支給割合） 

◆ 一般職員 

期末手当   勤勉手当 

2.40月分   2.05月分 

（1.35月分） （1.00月分） 

（支給割合） 

◆ 一般職員 

期末手当   勤勉手当    

2.55月分   1.90月分 

（1.45月分） （0.90月分） 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による

加算 

・職務段階別加算    5～20％ 

・管理職加算     15～20％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による

加算 

・職務段階別加算   3～20％ 

・管理職加算    15～25％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による

加算 

・職務段階別加算    5～20％ 

・管理職加算     10～25％ 

◆（ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

〇勤勉手当への勤務実績の反映状況（目黒区） 

 

令和４年度中における運用 管理職員 一般職員 

イ．人事評価を活用している 〇 〇 

 
活用している成績率 

支給可能な

成績率 

支給実績が

ある成績率 

支給可能

な成績率 

支給実績があ

る成績率 

上位、標準、下位の成績率 〇 〇 〇 〇 

上位、標準の成績率     

標準、下位の成績率     

標準の成績率のみ（一律）     

ロ．人事評価を活用していない   

 活用予定時期   
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（２） 退職手当（令和４年４月１日現在） 

区分 
目黒区 国 

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 

支給率 

勤続 20年 18.00月分 24.55月分 19.6695月分 24.586875月分 

勤続 25年 28.00月分 32.95月分 28.0395月分 33.27075月分 

勤続 35年 39.75月分 47.70月分 39.7575月分 47.709月分 

最高限度額 39.75月分 47.70月分 47.709月分 47.709月分 

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 

（2％～20％加算） 

定年前早期退職特例措置 

（2％～45％加算） 

退職時特別昇給 ４号給又は８号給  

１人当たり平均支給額 1,078千円 20,163千円  

◆退職手当の１人当たり平均支給額は、令和３年度退職者分の平均額です。 

◆退職時の特別昇給 ・生命を賭して、善行を行った者の死亡退職の場合：４号給 

・功績顕著な者が公務上の傷病により退職する場合：８号給 

 

（３） 地域手当（令和４年４月１日現在） 

支給実績（令和 3年度決算） 1,500,193千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和 2年度決算） 688,478円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度(支給率) 

目黒区 20％ 2,179人 20％ 

興津自然学園(千葉県勝浦市) 12％  2人  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

（４） 特殊勤務手当（令和４年４月１日現在） 

支給実績（令和 3年度決算） 16,818千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和 3年度決算） 70,962円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和 3年度） 10.73％ 

手当の種類（手当数） 5  

手当の名称 
主な支給 

対象職員 

主な支給 

対象業務 

支給実績 

（令和 3年度決算） 

左記の職員に対

する支給単価 

特定危険現場 

作業手当 

施設課に勤務

する職員 

区の施設に設置される昇降機の

新設、修繕及び改修に伴う検査業

務 

0円 従事した日 1 日

につき 420円 

水防本部設置

に伴う召集を

受けた職員 

当該年度の水防活動計画に定め

る警戒箇所における水防作業 

7,420円 従事した日 1 日

につき 1,060円 

福祉業務手当 福祉に関する

事務所に勤務

する職員 

生活保護法、中国残留邦人等の円

滑な帰国の促進並びに永住帰国

した中国残留邦人等及び特定配

偶者の自立の支援に関する法律、

生活困窮者自立支援法、身体障害

者福祉法、知的障害者福祉法、老

人福祉法、児童福祉法、母子及び

父子並びに寡婦福祉法又は、売春

防止法に定める業務を行うため

の家庭等への訪問 

2,458,820円 従事した日 1 日

につき 490円 
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児童相談所関

係業務手当 

児童相談所に

勤務する職員 

児童福祉法第 12条第 2項に規定

する業務を行うための家庭訪問、

指導、相談等 

192,570円 従事した日 1 日

につき 490円 

児童福祉法第 11条第 1項第 2号

ホに掲げる業務 

1,470円 従事した日 1 日

につき 1,470円 

防疫等業務 

手当 

保健所に勤務

する職員 

感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律第 6

条第2項及び第9項に規定する感

染症等の患者等に接する業務 

0円 従事した日 1 日

につき 700円 

感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律第 6

条第 3項(第 2号を除く。)及び第

4 項に規定する感染症の患者等

に接する業務 

313,100円 従事した日 1 日

につき 310円 

感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律第 6

条第3項第2号に規定する感染症

の患者に常時接する業務に従事

する者が、家庭等に訪問すること

により、当該患者に接する業務 

1,440円 従事した日１日

につき 180円 

清掃関係業務 

手当 

清掃事務所に

勤務する職員 

廃棄物の処理を直接行う業務又

はこれに密接に関連する業務 

13,843,200円 従事した日 1 日

につき 700円 

 

（５） 時間外勤務手当 

支給実績（令和 3年度決算） 815,523千円 

職員 1人当たり平均支給年額（令和 3年度決算） 390千円 

支給実績（令和 2年度決算） 811,756千円 

職員 1人当たり平均支給年額（令和 2年度決算） 419千円 

◆職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年度の４月１日現在

の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、

短時間勤務職員を含みます。 
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（６） その他の手当（令和４年４月１日現在） 

手当名 内容及び支給単価 
国の制度

との異同 

国の制度と

異なる内容 

支給実績 

(3 年度決算) 

支給職員１人当た

り平均支給年額 

(3 年度決算) 

扶養手当 扶養親族を有する職員に生計費の一助と

して支給 

異なる 

 

 102,203千円 188,568円 

・配偶者 6,000 円  6,500 円 

・子   9,000 円  10,000円 

・父母等 6,000 円  6,500 円 

・16～22歳の子 1 人につき 4,000 円加算  5,000 円 

住居手当 

 

 

 

 

 

 

 

職員の住居費の一部を補うため、月額

27,000 円以上の家賃を支払っている者

に支給 

※平成 26年 4月 1 日より制度改正あり。 

～27歳 27,000円 

～32歳 17,600円 

～上記以降 8,300 円 
 

異なる 家 賃 負 担

者に最大 

28,000円 

109,596千円 177,054円 

通勤手当 通勤に要する経費の一部を補うために運

賃等相当額を支給 

・交通機関利用者 1 か月当たりの支給限

度額 55,000 円 

・交通用具利用者 2,600～24,900 円 

 

異なる 交通用具

等の使用

距離区分

と支給額 

249,786千円 132,232円 

管理職手

当 

管理又は監督の地位にある職員に、その

職の特殊性に基づいて支給 

・部長及びこれに相当する職 127,600円 

・重要かつ困難な事務を処理する課長の

職 101,500円 

・課長及びこれに相当する職 92,300円 

 

異なる 支給区分 

支給金額 

102,723千円 1,141,373円 

初任給調

整手当 

採用による欠員の補充が困難な職員につ

いて、その採用困難な状況や民間におけ

る賃金との較差等を考慮して支給 

支給期間に応じて 118,000～268,500円 

 

異なる 支給区分 

支給金額 

4,895 千円 1,631,668円 

休日給夜

間勤務手

当 

休日給…休日において正規の勤務時間中

に勤務することを命ぜられた職員に対し

て支給 

勤務 1時間当たりの給与額×135／100 

夜間手当…正規の勤務時間における勤務

として午後 10時から翌日の午前5時まで

の間に勤務した職員に対して支給。 

勤務 1時間当たりの給与額×25／100 

 

同じ  61,003千円 128,971円 

宿日直手

当 

宿直勤務又は日直勤務に従事した職員に

対し、当該勤務の報酬として支給 

 

 

異なる 支給区分 

支給金額 

0 千円 0 円 
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管理職員

特別勤務

手当 

管理職手当を受ける管理又は監督の地位

にある職員が、以下に勤務した場合に支

給。職と勤務時間に応じて 4,000～

18,000円を支給 

・臨時又は緊急の必要等により週休日又

は休日に勤務した場合に支給 

・臨時又は緊急の必要等により週休日等

以外の日の午前 0 時から午前 5 時まで

の間に勤務した場合に支給 

 

異なる 支給金額 

3,000 円～

18,000円 

786千円 60,462円 

単身赴任

手当 

公署を異にする異動等に伴う転居のた

め、配偶者と別居し単身で生活すること

を常況とする職員に対して支給 

基礎額 30,000円 

加算額 

100㎞以上 200㎞未満 6,000 円 

200㎞以上 300㎞未満 10,000円 

300㎞以上      14,000円 

 

異なる 支給金額 

30,000円～    

100,000円 

0 千円 0 円 

義務教育

等教員特

別手当 

人材確保法の趣旨に沿うため、教育職員

の給与について特別の措置を講ずるため

支給 

その者の発令級号給に応じて 1,120～

4,150 円 

 

  1,011 千円 38,893円 
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５ 特別職の報酬等の状況（令和４年４月１日現在） 

区分 

給料月額等 

給料・報酬 地域手当 
（参考）特別区における給料・報酬の 

最高／最低額 

給
料 

区長 

副区長 

1,055,000円 

844,000円 

211,000円 

168,800円 

1,286,000円／974,800円 

1,027,000円／808,300円 

報
酬 

議長 

副議長 

議員 

902,000円  

789,000円  

596,000円  

－円 

－円 

－円 

  956,000円／856,000円 

  809,000円／756,100円 

  621,000円／589,000円 

期
末
手
当 

区長 

副区長 

  （令和 3年度支給割合） 

     3.55月分 

議長 

副議長 

議員 

（令和 3年度支給割合） 

     3.50月分 

退
職
手
当 

 

区長 

副区長 

（算定方式）             （１期の手当額）   （支給時期） 

退職時給料月額×在職年数×450/100   18,990,000円        任期ごと 

退職時給料月額×在職年数×306/100     10,330,560円        任期ごと 

◆退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（教育長：３年＝３６

月、その他の特別職：４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額です。 
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 ６ 職員数の状況  

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）  

（単位：人） 

区分
部門 令和3年 令和4年

13 13 0

367 362 ▲ 5

77 80 3

816 817 1

251 258 7

1 1 0

15 15 0

214 216 2

187 191 4

1,941 1,953 12

(141) (120) ▲ 21

107 108 1

(5) (3) ▲ 2

2,048 2,061 13

(146) (123) ▲ 23

1 増：再任用短時間勤務職員の常勤職員への振替

小　　計

合　　計
<参考>
人口1万人当たりの職員数　74.13人

小　　計

公

営

企

業

等

会

計

部

門

国民健康保険事業会計 46 45 ▲ 1 減：会計年度任用職員の活用

後期高齢者医療事業会計 12 13 1 増：民生部門からの振替

介護保険事業会計 49 50

商　　工

土　　木
増：再開発事業推進
減：東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会への
派遣終了

計 1,754 1,762 8

増：障害者施設管理強化、児童館整備及び民営化計画推
進、子ども家庭支援センター強化
減：後期高齢事業への振替、用務・調理業務の見直し

衛　　生 増：新型コロナウイルス感染症対策強化

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政

議　　会

総　　務

増：公会計活用推進、DX及びデータ利活用推進、危機管理
体制強化、内閣府への新規派遣
減：東京オリンピック・パラリンピック競技大会終了による専管
組織の解散、大会組織委員会への派遣終了

税　　務 増：臨時給付金事業対応

民　　生

教育部門
増：学校統合推進、ＭＥＧＵＲＯスマートスクール・アクションプ
ラン推進

労　　働

職員数 対前年
増減数

主な増減理由

 

◆職員数は一般職に属する職員数（再任用フルタイム勤務職員を含む。）であり、地方公務員の身分を保有する

休職者、公益的法人等への派遣職員などを含み、自治法派遣職員、特別職非常勤職員及び会計年度任用職員

を除きます。 

◆（ ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。 
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（２）年齢別職員構成の状況（各年４月 1日現在） 

 

年齢
区分

23歳以下
24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳以上 合計

令和４年度 64人 234人 250人 207人 200人 155人 135人 171人 241人 404人 2,061人
平成29年度 59人 138人 188人 179人 144人 142人 196人 248人 278人 450人 2,022人  

※年齢区分については、年度末の年齢で表記しています。 

 

（３）職員数の推移（各年４月１日現在） 

年度
部門別

1,918 1,921 1,917 1,935 1,941 1,953 35 1.82%

うち一般行政職 1,720 1,726 1,727 1,747 1,754 1,762 42 2.44%

うち教育部門 198 195 190 188 187 191 △ 7 △ 3.54%

104 103 105 109 107 108 4 3.85%

2,022 2,024 2,022 2,044 2,048 2,061 39 1.93%

過去５年間の
増減数（率）

普通会計部門

公営企業等会計部門

総合計

２９年 ３０年 元年 ２年 　３年 　４年

 


